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   During the eight years from 1955 to 1962, sixty-nine cases of renal tumors were seen 
among 12,648 cases of total out-patients in our urological clinic. 
   The ratio of these patients to the total  out-patients was 0.55 per cent, and among 
these sixty-nine  cases, the clinical and histological observations were made on thirty-three 
cases in which renal tumors were confirmed by operation or autopy. 
   The following tables show clinical and statistical observations on these renal tumors 
regarding incidence, histological classification, family history, past history, occupations, age, 
sex, side, chief complaints, first symptoms, period from the onset of symptoms to the first 
visit, results of clinical examinations, operative findings, therapy, metastasis and prognosis.




























































































































































































































































































































































































































































































































































術 後 経 過



































































































































































































































腎 孟 癌 は 自験例9例 中5例 が70才以上 で,次 い で50
才 代2例,60才 代 と30才代 が 各1例 で,最 高年 令 は75
才 で あつ た.
性 別 及び 男 女 比




子 に 多 い結 果 を報 告 して い る.
次 に 分 類 別 に 見 る と 表5に 示 す 如 く腺癌 で は22:
1,Wilms腫 瘍 で は4:1,腎 孟 癌 は9例 全 例 男 子
で あ つ た.
患 側
腎腫 瘍 の患 側 は 一 般 に 偏 側 に 来 る こ とが 多 い と云 わ
れ て い る.1943年佐 谷13)は574例の腎 瘍 症 例 を 集 録 し,
11例に両 側 性 腎 腫 瘍 を 報 告 して い る.又Riches6)も

































































も認めなかつた.し か し赤坂1}は8例中1例,太 藤2)
は7例 中3例 に認めている.叉Wilms腫瘍では5例
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臨床検査成績は表10の如 く血液所見,血 沈,腎 機















































































































































































































































































































































































































が2例 で,他は1例 のみの疾患であつた.尚 結石症と
の合併は腎孟癌9例 中3例 にみられ,腎 摘出後初めて
腎孟癌を発見した症例 もある点注意を要すると思 う.
転 移
表3に 示す如 く33例中転移を認めたものは7例 で
内2例は剖検により確認した.7例 の内訳 は 腺 癌4
例,Wilms腫瘍2例,腎 孟癌1例 であつた.転移を
認めた臓器は肺6例,肝,後 腹膜淋 巴腺,腹 膜各2
例,Virchow淋巴腺,骨盤骨,大網,肋骨,以 上各1























































組織学 的に腎腫瘍 と診断 した33例につ き臨床 的
観察 を行 つた.
2)分類 は33例 中 腺 癌19例,腎 孟 癌9例
Wilms腫瘍5例 で あつ た.
3)発生 頻度は最近8年 間 の外来 患 者 総 数




5)職業講成 に特記 すべ き ことはない.
6)年令構成で は40才より70才までの壮老年
者 層に圧倒的 に多 く認 めた.
7)性別及 び男女比 は33例中男子26例,女 子
7例で3.7:1であつ た.
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